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【手続補正書】
【提出日】平成24年2月22日(2012.2.22)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
油性皮膚又は油性傾向を有する皮膚及び関連する皮膚疾患を処置し及び／又は予防する為
の活性剤として、有効量の少なくとも１つのプロバイオティック微生物、特にはLactobac
illus及び／又はBifidobacterium　sp.属、その画分及び／又はその代謝物を化粧的に使
用する方法。
【請求項２】
該皮膚疾患が、開放又は閉鎖面皰タイプの貯留病変（微小嚢胞、微小面皰、稗粒腫）及び
／又は、くすんだ、ギラギラした又は濁った皮膚、色素異常症、赤み、又は、乾燥皮膚の
斑を伴いうる荒れた皮膚などのタイプの皮膚欠陥であることを特徴とする、請求項１に記
載の方法。
【請求項３】
該疾患が、脂漏性皮膚炎、特にはざ瘡である、請求項１又は２に記載の方法。
【請求項４】
脂漏症を制御する為の組成物の調製の為の活性剤として、有効量の少なくとも１つのプロ
バイオティック微生物、特にはLactobacillus及び／又はBifidobacterium　sp.属、その
画分及び／又はその代謝物を使用する方法。
【請求項５】
油性皮膚又は油性傾向を有する皮膚及び関連する皮膚疾患を処置し及び／又は予防する為
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の組成物の調製の為の活性剤として、有効量の少なくとも１つのプロバイオティック微生
物、特にはLactobacillus及び／又はBifidobacterium　sp.属、その画分及び／又はその
代謝物を使用する方法。
【請求項６】
ざ瘡、特には面皰性ざ瘡、丘疹膿疱性ざ瘡及び／又は結節性ざ瘡、集簇性ざ瘡及び外因性
ざ瘡を処置し及び／又は予防する為の、請求項５に記載の方法。
【請求項７】
該微生物がLactobacillus　paracaseiである、請求項１～６のいずれか１項に記載の方法
。
【請求項８】
該微生物がLactobacillus　paracasei　ＣＮＣＭ　Ｉ－２１１６である、請求項１～７の
いずれか１項に記載の方法。
【請求項９】
油性皮膚又は油性傾向を有する皮膚及び関連する皮膚疾患を予防し及び／又は処置する為
に役立つ化粧料組成物及び／又は皮膚科学的組成物であって、生理学的に許容できる媒体
中に、少なくとも有効量の少なくとも１の第一のプロバイオティック微生物、特にはLact
obacillus及び／又はBifidobacterium　sp.属の微生物、その画分及び／又はその代謝物
を、抗脂漏活性剤、水和性活性剤、該第一の微生物と異なる第二の微生物及びそれらの混
合物から選ばれる少なくとも一つの活性剤の有効量と一緒に含む、前記組成物。
【請求項１０】
油性皮膚又は油性傾向を有する皮膚及び関連する皮膚疾患を処置し及び／又は予防する為
に役立つ化粧的処置方法であって、有効量の少なくとも一つのプロバイオティック微生物
、特にはLactobacillus及び／又はBifidobacterium　sp.属の微生物、及び／又はその画
分及び／又はその代謝物を個体に投与する少なくとも一つのステップを含む、前記方法。
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